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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 16年 5月 14日の決算発表時に公表いたしました平成 17
年 3月期中間期（平成 16年 4月 1日～平成 16年 9月 30日）の業績予想を下記のとおり修正
いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成 17年 3月期単独中間業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日～平成 16年 9月 30日） 
                              (単位：百万円、％) 

  売 上 高 経 常 利 益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 16 年 5 月 14 日 発表） 
5,400 480 240

今回修正予想（Ｂ） 5,889 694 402

増減額（Ｂ－Ａ） 489 214 162

増減率（％） 9.1 44.6 67.5

前期実績（平成 15 年 9 月中間期） 4,867 314 178

 
２．平成 17年 3月期連結中間業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日～平成 16年 9月 30日） 
                              (単位：百万円、％) 

  売 上 高 経 常 利 益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 16 年 5 月 14 日 発表） 
5,900 520 270

今回修正予想（Ｂ） 6,455 762 451

増減額（Ｂ－Ａ） 555 242 181

増減率（％） 9.4 46.5 67.0

前期実績（平成 15 年 9 月中間期） 5,469 378 204

 
３．修正の理由 
  売上高については、猛暑によるエアコン市場の活性化、デジタルカメラ、ＤＶＤ、テレビ

などのデジタル家電の活況、それに伴う製造装置産業の需要拡大など市況が全般的に好転し

たことにより、当初計画を上回りました。 
利益については、売上高の伸長に加えて、生産マップの最適化が効果をあげ、原油価格そ

の他の市況に伴う材料費の上昇をカバーできたことにより、経常利益、中間純利益とも予想

を上回る見込みとなりましたので、当中間期の業績予想を上記のとおり修正いたします。 
なお、通期（平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日）の業績予想につきましては、中

間決算発表時（平成 16年 11月 11日予定）にお知らせいたします。 
 

以 上 


